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Modern View of Life and Death―focused on ‘Near-Death Experience’ from the perspective of Religious Studies 
死生観の現在―臨死体験現象への宗教学的接近
要旨
科学的な方法による宗教心理学を確立したとされるウィリアム ・ジェイムズは、 その古典的著作 『宗
教的経験の諸相』 において、 宗教的経験の心理的な特性について論じた。 その心理的な特性の中で
も 「神秘的状態」 をそのもっとも中核的な現象として位置づけ、 4つの指標を挙げて、 その特性を規定
している。 本稿は、 近年、 学際的な研究の対象としてしばしば取り上げられるようになった臨死体験現
象における報告内容の中に、 これと同質の心理的な特性を見出される点に着目し、 これをジェイムズの





William James provided a description of the mystical experience in his famous collection of 
lectures published in 1902 as ‘The Varieties of Religious Experience’. These criteria are as follows: 
Ineffability, Noetic, Transient, and Passivity. This paper illustrates the mystical nature of near-
death experience by using these 4 criteria together with additional 8 characteristics found com-
monly in both the “mystical experience” and near-death experience. The fi ndings of this paper 
will lead to rethinking of the way to deal with Near-death phenomena in the field of Religious 
Studies.
1. 問題の所在
臨死体験をめぐる議論には、 さまざまな観点のものがある。 議論が集中するのは、 臨死体験が脳内
現象による幻覚体験なのか、 体験者のほとんどが主張するように、 脳の活動が停止した後に生じた、
意識活動の独立性を示すものなのか、 という点である。 現在の科学的なアプローチの主たるパラダイム
は、 物理現象をその出発点に置き、 そこから順次、 化学現象、 生理現象、 心理現象の順に創発し
ていくプロセスを基本に置いている。 したがって、 脳の活動から精神活動を説明するアプローチが標準
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る。 先天盲の臨死体験者が、 4分ほどの心肺停止状態中に体験したとされる視覚体験２）や、 細菌性
髄膜炎により、 そもそもの意識現象の経験を可能にする大脳皮質自体が侵され昏睡状態に陥った脳神
経外科医の臨死体験などのケース3）は、脳内麻薬説や酸素欠乏説などから説明をするのは困難である。




の関係をめぐる議論から、 人間の意識活動が 「波動関数の収束」 （粒子化） と関連すると解釈する
立場 5）があり、 ここから物理現象の基底に人間の意識現象を想定する議論が生じている。 この観点
からは、 「脳が意識を生む」 というパラダイムそのものがもはや自明のものではなくなっており、 臨死体験
者が主張する意識現象の独立性を科学的な立場から必ずしも否定できないことになる。 この分野の研
究では、 ハメロフ＝ペンローズによる量子脳理論 （Orch-OR Theory） などが知られており、 臨死体験
現象を射程に入れた説明がなされている 6）。
本稿では、 宗教学の視点からこの領域へのアプローチを行おうとしている。 これまでのところ、 宗教
学分野における研究は、 一部においてなされてはいるものの 7） 本格的な研究はまだ進んでいるとはいい
がたい。 日本においては、トランス ・パ ソーナル心理学の分野でこれを正面から扱った研究がある 8）。
また死生学においても、 臨死体験に言及するものも見出されるが、 学際的な分野であり、 テーマ ・ベ
ースの研究が主であるため、 グリー フ ・ケアなど、 実践的な課題への関心が強いといえる。
臨死体験の研究は、 1970年代に米国の医師で心理学者のレイモンド ・ムーディやキューブラ ＝ーロ
ス 9）の研究を端緒として本格的な研究への機運が生まれ、 1981年に学際的な研究組織である国際臨
死研究学会 International Association for Near-Death Studies(IANDS） が設立され、 現在ではこの
分野における学際的な研究拠点となっている 10）。 この学会のユニ クーな特徴は、 研究者のみならず、
臨死体験者自身が一堂に会し、 そのコミュニティー 形成の機能をも果たしているという点にある。 この学
会では、 臨死体験事例が精力的に収集されており、 ア カーイブも作られ 11）、 研究を進める上で、 有益
な情報を提供している。 90年代後半に入り、 インター ネットが普及することにより、 これまで孤立的に分
布していた臨死体験者の間で、 互いに連携をとる動きが急速に拡がりをみせ、 Facebookなどを中心と
するSNS上でのコミュニティー の形成の活動も活発化しており、 規模の大きなものでは、 メンバー数が
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られている。 その中には、 オンラインのプライベ トー・ミー ティングもあり、 かなり突っ込んだ議論のやりと
りにも接することができる。 そのような筆者自身の体験から印象深く感じることは、 体験者たちが、 対外









あった人物が、 体験を通じて、 キリスト教の教会に通うようになる例、 逆に体験を通じて、 特定の教会
に通うことをやめる例、 ニューエイジ―的な活動へ積極的に関わるようになる例、 インド ・仏教的な思想
や瞑想への関与を深めるようになる者などさまざまである。 米国内のキリスト教関係者の臨死体験への
反応も、 肯定的なものから否定的なものとある。








アム ・ジェイムズの 『宗教的経験の諸相』 12）は、 宗教学の古典として今日まで広く知られているところ
である。 米国において科学的心理学を確立したとされるジェイムズによるこの著書は、 科学的方法によ
る宗教現象の心理学的解明に大きな意義をもっている。 宗教現象に関する経験科学的なアプローチか
ら、 ジェイムズは、 その当事者視点からなされた手記や証言を 「意識の事実」 として宗教経験の所与
として扱い、 人間の最も高められた精神的活動を捉えようとしている。 ジェイムズは宗教的経験を捉える
にあたり、 その本質的な特徴を意識の 「神秘的な状態」 にみる。 科学的な視点から、 ジェイムズは、
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ジェイムズ自身が、 この著書において神秘主義 （16、 17講） を取り上げる主旨について以下のよう
に述べる。
「これまでの講義で、 私は幾度となく問題を提出しながら、その論究を神秘主義を主題とする
時にゆずって、それらの問題に答えることなく、 未解決のままに残してきた。 … （中略） …し
かしいよいよ神秘主義と真正面から取り組んで、いままで切れていた幾条もの糸をつなぎ合
わせ、まとめて締めくくりをつけねばならない時になった。 たしかに、 個人的な宗教経験とい




上で、 次に 「意識の神秘的状態」 を他の状態からどう区別しうるかという問いかけをし、 神秘主義に
ついて次の４つの指標を挙げる 14）。
Ⅰ . 言い表わしようがないということ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。（ Ineffability）
Ⅱ . 認識的性質
4 4 4 4 4
（Noetic fi rst-rate）
Ⅲ . 暫時性（ Transiency）
Ⅳ . 受動性（ Passivity）
Ⅰ. をジェイムズは、 消極的な側面とし、 経験した人はその体験内容を 「言語化」 できないという。 つ
まり他人に伝達不可能で、 感応させることもできない。 ただ直接的に経験しなくてはならないのだ 15）。
この点からは、 神秘的状態は 「知的な状態よりもむしろ感情の状態」 16）に似ていると指摘する。
Ⅱ. は、 感情の状態に似ているが、 「知識の状態」 17）でもある。 しかし 「比量的な知性では量り知
ることのできない真理の深みを洞察する状態」 18）であり、 照明であり、 啓示である。 それは、 「意義と
重要さとに満ち… （中略） …権威の感じを伴う」 19）のである。
Ⅲ . では、 その状態は非日常的であり、 持続しないものであり、 薄れ、 ふたたび日常の状態に戻って
しまう。 しかし、再発するとそれと認められ、繰り返すたびに 「内面的な豊かさと重大さ」 20）がより強くなる、
という。
Ⅳ . は、 その状態の出現を引き起こすことは、 能動的に行うことができるが、 ひとたびその意識状態
が現れると、「まるで自分自身の意志が働くことをやめてしまったかのように」 21）あるいは 「まるで自分が、
ある高い力に掴まれ、 担われているかのように」 22） 感じられる。 後者のケースは、 予言や自動書記、
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霊媒、 交替人格などにもみられるが、 これらは通常、 その間の記憶がなく、 したがって内的な生活に
影響を及ぼさない。 しかし厳密な意味での神秘的状態は、 その間の記憶が残り、 しかも重要で深い
印象を残す。 したがって、 「再発から再発までの間の当人の内面生活を規定する」 23）ものとなる。
4. 「神秘的状態」の事例
ジェームズは以上のような指標を 「神秘的な状態」 として規定した上で、 体験者によるその具体的な
事例を列挙していく。
4. 1. 事例 ⑴
まず 19世紀の英国詩人 A.テニソンによる書簡からの引用を挙げる 24）。
「…突然、 まるで個性意識の力がなくなってしまったかのように、 個性そのものが溶け去って
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、
果てしのない存在の中に消え去っていく
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
のでした。そしてこれが決して混乱した状態ではなく
て、 時にはっきりした状態、この上なく確実な状態で
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、 まったく言語を絶している
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
のです。そ
こでは死もほとんど笑うべき不可能事でありました。 … （中略） …死滅ではなくて
4 4 4 4 4 4 4
、 唯一真実





4 4 4 4 4 4
と申したのです。」 25） （傍点筆者）
「…あれはぼんやりとした恍惚境ではなくて、超越的な驚異の状態で
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、 絶対に明白な心の状




ここには、 自己の存在が無限の広がりをもった存在と溶け合う感覚 （b）、 言語化しえない経験内容
(Ⅰ)、 超越的かつ驚異的なほどの意識の明晰性 （a）、 死を超越した生命の確実性 （d） などの体験
の描写がみられる。
4. 2. 事例 ⑵
ジェイムズは、 続けて同時代に生きた 19世紀の英国の詩人、 J.A. シモンズがこの 「神秘的な状態」
に入った際の記述を引用する 27）。
「…いやおうなく
4 4 4 4 4 4
この気分は私の心と意思を占領
4 4 4 4 4 4 4
し、 まるで永遠にと思われるほど
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
長く続き…
（中略） …いろいろな感覚が、急激に交替しながらひとしきり続いてから
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
消えていった。」 28） （傍
点筆者）
ここに典型的な受動性 （Ⅲ） および暫時性 （Ⅳ） が示されている。
「…私はいまでも、これを説明できるような言葉を見つけることができない
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。それは空間と時間
4 4 4 4 4
と感覚と
4 4 4 4
、それから私たちが好んで私たちの自己と呼んでいるものの性質をなしていると思わ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
れる経験
4 4 4 4
の種 さ々まざまな因子とが… （中略） …速やかに消えてゆくことであった。」 29） （傍点
筆者）
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4 4 4 4
、 抽象的な自己
4 4 4 4 4 4
のほ
かなにも残らなかった。 … （中略） …しかし自己は
4 4 4
、 恐ろしいほどいきいきと鋭く研ぎすまさ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
れて
4 4
… （中略） …生き続けた」 30） （傍点筆者）
日常的な意識に対比される 「本質的な意識」 の感覚、 「純粋、 絶対的な」 自己意識の明晰性 （a）、
さらに、 このような変容プロセス自体を一方的に受容するようなあり方 （受動性） を確認しておきたい。
なお、 この後に続く、 このような状態におけるリアリティ （現実感覚） を問いかける叙述も興味深い。
「…それは単なる現象的な意識を満たしているすべての環境は幻影のような非実在




4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、 形のない存在状態
4 4 4 4 4 4 4 4
から目がさめたとき、 不安な思いで自分に問う
た。 どっちが非現実なのだろう





この体験中の 「鋭い感覚的知覚を伴った形のない存在状態」 という明晰な意識状態からみると、 日常
的な意識状態で経験される世界こそ、 「幻影のような非実在」 と感じられるというのである。 この現実感
覚 （reality） の逆転 （a） という感覚も確認すべき点である。
4. 3. 事例 ⑶
ジェイムスが挙げる事例の中に、 アルコールやクロロフォルムといった麻酔などによって体験される同様
の質を伴った事例も挙げている。 しかしそのような場合でもジェイムスの捉え方は、 宗教的、 神秘的な
体験が、 特定の薬物が脳へと及ぼす幻覚作用によって生み出される
4 4 4 4 4 4
というのではなく、 そのような刺激
を通じて、時にわれわれの 「特定の意識の状態」へと道を拓く契機となる




















「脳が意識を生む」 という見方に立てば、 ここで述べられている 「特定の意識状態」 は、 それを生じさ
せる作用をもつ薬物によって、 生み出された 「幻覚」 にすぎない、 とみなすことになろう。 しかし 「正常
な意識」 も同様にこの見方に立てば、 脳によって生み出された外界との 「反応」 にすぎないということ
ができる。 しかしジェイムズは、 この問題——意識現象と脳活動との関係をめぐる議論——には立ち入らな
い。 彼にとっての課題は、 意識活動を、 その体験を通じて報告された証言を、 経験的に取り扱いうる
所与の 「心的事実」 として分析し考察を行うのであり、 体験された内容の 「質」 に関心を集中するの
である。








4 4 4 4
、 私の上に注がれる




4 4 4 4 4 4 4
。それから私がだんだん麻酔薬の影響からさめると、この世に対する私の古
い関係がもどってき、 神に対する私の関係の新しい感じ
4 4 4 4 4
は薄れはじめた。 私は突然、 自分が
腰かけていた椅子の上へ飛び乗って、 『ひど過ぎる、 ひど過ぎる、 ひど過ぎる』 と叫んだ。 …
（中略） …ようやく正気にかえったときには私は血にまみれていて、 二人の （こわがっている）
外科医に 『君たちはなぜ私を殺さなかったのだ？君たちはなぜ私を死なせてくれなかったの
だ？』 と呼びかけた。」 33） （傍点筆者）
ここには、 神的存在を 「人格的に現前している実在」 と明確に意識し、 その存在を 「光」 として表現
している。 （e） そしてその際の体験内容は、 やはり 「描写できない」 のである。
日常世界に引き戻された時に、医者たちに 「なぜ死なせてくれなかったのか？」 と叫んだとあるように、
体験されたあの 「状態」 は、 この地上における 「生」 よりもはるかに意義深いものと感じさせるもの （h）
だったということがわかる。 この引用の後の叙述の中に、 この時の神との出会いで体験した感情につい
て、 「神そのものの聖潔 （all purity） と慈悲 (tenderness)と真理 (truth)と絶対愛 (absolute love)」
と表現している 34）。
4. 4. 事例 ⑷
一方、ジェイムズは、 薬物とはまったく関係のない、日常の生活の中で、 突如として 「神秘的な状態」
を繰り返し体験した J. トレヴォー アの自叙伝 35）の引用を紹介している。
トレヴォー アは、 ある晴れやかな日曜日の朝、 家族とともに町の礼拝堂に向かうが、 丘の上の陽光が
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あまりにもすばらしかったので、 礼拝堂には行かず、 家族と離れて、 独り丘の上に上ることにする。 そ
してそこから帰ろうとしたときに 「神秘的な状態」 を体験する。
「帰途、 突然、 なんの前触れもなしに、 私は自分が天国にいるのを感じた―ある温かい光を
浴びているという感じを伴った、 筆紙に尽くしがたいほどに強度の
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、 心の平安と歓びと確信
であって、 まるで、 外の状態が内的効果を引き起こしたようであった——私は光明の真中にい
4 4 4 4 4 4 4
るよう
4 4 4
であったので… （中略） …肉体を超越してしまったような感じであった。 この深い感動
は… （中略） …その後しばらくして、 だんだんに消えて行ったのであった。」 36） （傍点筆者）
ここにも、 言い表しがたさ （Ⅰ）、 暫時性 （Ⅲ）、 受動性 （Ⅳ） の典型的な要素を見ることができる。 そ
して光体験 （e） にも言及している。トレヴォー アは、 このような経験を何度もしていて、 以下のように記
している。
「霊的生命は、 … （中略） …その体験がその所有者にとって事実において現実的であるよう





4 4 4 4 4 4 4 4
残るからである。 夢はこのテストには合格しない。 私たちは夢から醒
めると、それが夢に過ぎなかったことを知る。」 37） （傍点筆者）
ここでは、 自らのこうした体験を霊的体験として受け止めたトレヴォー アの見方が示されているが、 夢とは
まったくその質を異にする 「現実感覚 reality」 （a） を指摘している。 なぜなら、 忘却されることなく残る
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
からである。
4. 5. 事例 ⑸
ジェイムズは、 このような、 「まったく特殊な性質の意識状態としての神秘的瞬間」 が存在するこ
と、 そしてそれを体験する人々に言語化の困難な深い印象を与えていることを確認したうえで、 自















4 4 4 4 4 4
、 永遠の生命の意識と呼ばれてよいものが生ずる、これ
はいつか永遠の生命をもつにいたるであろうという確信ではなくて
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、すでに永遠の生命をもっ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
ているという意識
4 4 4 4 4 4 4 4
なのである。」 38） （傍点筆者）
ここでは、 ジェイムズが挙げた 「神秘主義的状態」 の認識的性質
4 4 4 4 4
（Noetic fi rst-rate） が明確に示さ
れている。 感情であると同時に啓示という形で与えられるような 「知的啓蒙」 （c） である。 それがその
体験をした人に、 自らが 「新しい存在の段階」 に作り変えられたという感覚 （g） （“Spiritual Transfor-
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Modern View of Life and Death―focused on ‘Near-Death Experience’ from the perspective of Religious Studies 
死生観の現在―臨死体験現象への宗教学的接近
mative Experience” 39)）をもたらす。 そして期待
4 4
としてではなくすでに獲得された









4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、 私は火炎のような色をした雲に包まれ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
てしまった。
一瞬間、 私は火事だと思った、 あの大都市のどこかが大火事なのだと考えた。 … （中略） …
そのすぐ後に、 狂気の感じ、 無限の歓びの感じ
4 4 4 4 4 4 4 4
が私を襲い、それと同時に、 あるいはその直
後に、 筆紙に尽くしがたい知的光明
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4









4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
という意識であった。 私はすべての人間が不滅




4 4 4 4 4
、 私たちが愛と呼ぶところのも
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
の
4
であり、 各自みなの幸福は結局は絶対確実である、 ということを知った。 … （中略） …し
かしその記憶とそれが教えたことが現実のことであるという感じとは
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、それ以後の四半世紀




4 4 4 4 4 4 4
。 … （中略） …この見方、この確信、 私はこの意識と言っていいであろ
うが、それはそれ以後決して、どんなに深く息が沈んだ時期にあっても、失われたことがない。」
41） （傍点筆者）
この叙述を通じて、 この体験が突然、 前触れもなしに起こり、 その後のプロセスのすべてにおいて、
バック自身は完全に受身である （Ⅳ）。 赤い燃えさかるような色の雲に包まれるというビジョンをみるが、 そ
れを近くの街の大火事と捉えた、 という表現に、 自らに生じた出来事を現実感覚において吟味しようとし
た彼の意識的態度 （a） をも見出すことができる。 そして超越的な経験、すなわち 「無限の歓び」 （h）
「筆紙に尽くしがたい知的光明」 （c） を捉える。 認識的性質 （Ⅱ） の典型ともいえる、ジェイムズの言う、
「感情の状態」 でもあり、 「知識の状態」 である。 比量的な知性を超絶した、照明であり、啓示であり、
意義と重要さとに満ちている。 後に取り上げる臨死体験者の見出される 「全知感」と同質のものである。
宇宙そのものが 「活ける生命」 であり、 自らがその一部となっている感覚、 すなわち 「永遠の生命を
所有している」 ということを、 （信じるのではなく） 知る
4 4




そして、 夢などとは異なり、 記憶が失われることなく、 体験時の強い現実感覚がその後の人生におい
て維持 （a） される。 これも臨死体験者の証言において共通してみることができる。
以上、 ジェイムズが宗教的経験の中で、 その中核に据える 「神秘的な状態」 を規定した 4つの指
標とそれを満たす具体的な体験者の事例を確認した。
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5. 臨死体験者の事例
以下に示される臨死体験者の報告事例の多くに、 ジェイムズによる 「神秘的な状態」 の 4指標
—— Ⅰ．  言い表わし難さ
4 4 4 4 4 4 4
（Ineffability）、Ⅱ． 認識的性質
4 4 4 4 4
（Noetic fi rst-rate）、Ⅲ． 暫時性（Transiency）、
Ⅳ． 受動性 （Passivity） —— が当てはまるが、 それに加えて、 その体験の内容
4 4
に関して、 以下の特
徴をあげておきたい。 （上述の報告内容に a,b,c…で示したものであり、 これから述べる臨死体験の報
告内容と共通する特徴である。）
a. 意識の明晰性

















以上、 ８つの項目は、 上述のジェイムズの取り上げた報告内容に見出されたものであり、 以下に紹介
する臨死体験者の報告事例 42）の中にも頻繁に確認できるものである。 このことは、 臨死体験者の体
験内容が、 ジェイムズの取り上げる宗教的経験の中核的な特徴と重なっていることを意味している。
5. 1. 事例 ⑴






4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
…
明るくて…温く、 安らかで、 何かに守られている感じ








4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4  4 4 4 4 4
。 言葉では、とても
4 4 4 4  4 4 4
表現できない







4 4 4 4 4 4 4 4 4  4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
…。 私自身がその明るさであり、その一
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4  4 4 4
部であるというような





4 4 4 4 4
璧に美しい
4 4 4 4 4
。それは永遠です
4 4 4 4 4 4 4
。それはちょうど…ずっと私はそこに存在していて…今後も存在
し続ける。 私の地上における存在は、 短い、 ほんの一瞬にすぎない。 確かに “永遠” という
概念を理解することはとてもむずかしい。 なぜならこれを“時間” と比較すると、“時間” は
進化を必要とする。 物事には、 結果が伴い、 互いに関係し合う。 けれどもそこではすべてが
4 4 4 4 4 4 4 4
一瞬のうちに生起する
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。 一つのことから次のことへと経過していくことがない。 私はこれを別





4 4 4 4 4 4 4 4 4
、すばらしい
4 4 4 4 4
…すごく満たされた経験
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
だったから。
この経験を表現しようとするたびに、 ほんとに抑えきれずに爆発しそうになってしまって






4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
で、 長い間、 自分に何が起きたのか、 受け止めることができま
せんでした。… （中略） … （インタビュアーが医学的に死を宣告されたケ スーであることを確認
する内容の質問に対し） ええ、 私の心臓は停止したし、 呼吸も停まりました。 おそらく私はし
ばらく死亡し、再びこちらに戻ってきたんだと思います。その時、痛みも直ちに戻ってきました。
恐怖の感情も。 … （中略） …こちらに戻されてきたことにすごく怒っていたこと
4 4 4 4 4 4 4
を思い出します。









4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
… （中略） …この感覚、この平安な状態を失うことなく保持し続け
ようという自分の強い思いを想い起すことができます。」 43） （傍点筆者）
この証言の中には、 ジェイムズの 「神秘的状態」 の 4つの指標 （言い表しがたさ、 認識的性質、
暫時性、 受動性） がすべて含まれていることが確認されるとともに、 事例として挙げた上述の叙述内容
に見出された８つの特徴もすべて確認できる。 すなわち、 a.意識の明晰性、 b. 実在との一体感、 c. 
全知感、 d. 不滅感、 e. 光体験、 f. 愛、 g. 自己変容、 人格変容、 h. 歓喜、 恍惚感である。
5. 2. 事例 ⑵
次は、 出産時に緊急事態が生じて、 臨死体験をした女性が、 その 6か月後のインタビューで語った
内容である 44）。
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「…意識がある中で言った最後の言ったことは、 さようなら…でした。それは覚えていますが
…そしたら身体が浮かび上がりはじめて、 私は光の中に包まれて
4 4 4 4 4 4 4 4
、それはただ “私” というだ
4 4 4 4 4  4  4 4 4 4
けの存在
4 4 4 4
でした。それ以外のものはどこに行ったのかわかりません。その光の中で私はひと
りでした。その光は私を取り囲んでいました。それで…愛の感情が




4 4 4 4 4
で…完璧な至福の感覚
4 4 4 4 4 4 4 4
で…その愛の感情はほんとうに圧倒的
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
で、 なんというか…
それがすべてでした。 ただ存在するのは
4 4 4 4 4 4 4 4
、 光の中にいる私と
















4 4 4 4 4 4 4 4
、その光が私自身で
4 4 4 4 4 4 4 4
、 私がその光で
4 4 4 4 4 4
…私が光でした
4 4 4 4 4 4
。 … （中略） …ある言葉を発した時、そうちょうどパスワ ドーみたいに、その
言葉を発した途端に、 私はすべての知識を得た
4 4 4 4 4 4 4 4 4
のです。 … （中略） …さらにもっとその知識
に満たされてくると、 なぜ空は青いのかとか、 人生の隠された秘密とか、もうすべてを知って







4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。あそこに戻っ
4 4 4 4 4 4
ていきたかった
4 4 4 4 4 4 4
。 … （中略） … （その後ベッドから目が覚めた時）最初に頭に浮かんだ思いは、
“ 誰がここで生まれたのかしら” ということ。そして “ここで新たに生まれたのはこの私なのか
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
もしれない
4 4 4 4 4
” と。」 45) （傍点筆者）
この証言においても、 ジェイムズの 4つの指標 （言い表しがたさ、 認識的性質、 暫時性、 受動性）
が確認されるし、 ８つの内容 （a. 意識の明晰性、 b. 実在との一体感、 c. 全知感、 d. 不滅感、 e. 光
体験、 f. 愛、 g. 自己変容、 人格変容、 h. 歓喜、 恍惚感） を確認することができるだろう。
5. 3. 事例 ⑶
次の証言は、 やはり病院における分娩手術の際に自分に起きた体験について述べたものである。 興
味深いのは 35年前のことを想起して語っていながら、その体験時の生 し々さを保持している様子である。
以下は、 この女性が、 麻酔を吸入したにも関わらず、 意識が失われないことに懸念を感じはじめるとこ
ろから始まる。
「…意識を失っているはずなのに、 意識がある。 いったい何が起きているんだろうと不思議
に思いました。その時です。 私は、 何かが私の身体から抜け出すのを感じました。 … （中略）
…その時、 自分が何か灰色がかった霧の中に立っていることに気づきました。そして…自分が
死んだことが分かったのです。その時…歓喜の中にいて、 わくわくするような気持だったこと
を思い出します。 なぜなら自分がいわゆる“ 死” の中にあっても、 変わらず “生きていた” の
ですから。そうです…まさに “生きて” いたのです。 完璧に明瞭な意識
4 4 4 4 4 4 4 4
があり、 次に感謝の
祈りの気持ちが湧き出てきました。 … （中略） …自分の心の奥深くのエッセンスから、 ありが
とう、ありがとう、ありがとう…神よ、このように私が私であり
4 4 4 4 4 4
、自分が真に不死なるものであり
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、
不滅であること
4 4 4 4 4 4 4
、そしてあふれんばかりのこの感謝と歓びの途方もない大きな力の中に包んで
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
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4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
時に私自身がその光へと拡がっていき
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
…そして私の意識には
4 4 4 4 4 4
、 この輝く白い光だけが





4 4 4 4
、 全き安心感といった
4 4 4 4 4 4 4 4 4
、 限りない深い愛情




4 4 4 4 4 4 4 4 4
、 直接に触れられるような感触





4 4 4 4 4 4 4 4
、 私は歓喜に満ちはじめ
4 4 4 4 4 4 4 4
、 歓喜と至福とひと
4 4 4 4 4 4 4 4
つとなり
4 4 4 4
、そして私のすべての意識は
4 4 4 4 4 4 4 4 4
、 あらゆる至福の感覚となって




4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、私自身を占有したような












4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、いつもあり続けること
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、ずっと永遠に
4 4 4 4 4 4
。 … （中略） …
その時、 知ったのは、 宇宙は完璧な計画によって動いているということ。その計画は完璧だ









4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
なんです。それで
思い出すのは、 自分がより高まった至福








4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、その愛と歓びと知識からなる光の中で多くの出来
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
事が進行している










4 4  4 4 4 4 4
…純粋で自由に浮遊しているような
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
…この経験の間、 私はまったく何
も考えていませんでした。思考はなく
4 4 4 4 4
、まるで受信装置のような状態
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
でした。ただ感じ、吸収し、
取り入れるだけ。全く思考はしていませんでした。…（中略）…その光の中にいたのが
4 4 4 4 4 4 4 4
、１分だっ




4 4 4 4 4 4
、 100年だったか
4 4 4 4 4 4 4 4
…わからないのです。」 46） （傍点筆者）
ここにおいても同様に、 ジェイムズの 4指標 （言い表しがたさ、 認識的性質、 暫時性、 受動性） およ
び８つの内容 （a. 意識の明晰性、 b. 実在との一体感、 c. 全知感、 d. 不滅感、 e. 光体験、 f. 愛、
g. 自己変容、 人格変容、 h. 歓喜、 恍惚感） がともに確認できる。
5. 4. 事例 ⑷
次は、 先天盲の女性のケースである。 生まれつき視力がないため、 視覚経験をもたない。 しかし 20
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「…彼ら （医師たち） は、 必死になって私の身体への処置をしているのですが、それを私は冷
静な気持ちで眺めていました。 “何をしているんだろう、この人たち、 何をそんなに取り乱して
いるんだろう” というような気分で。それで私はここから離れようと思いました。 ここにいても
仕方がないし…と考えた途端、 私は上昇し始め、 天井を突き抜けて行きました。 まるでそこ
に何もないかのように。 外に出ていくのは、すばらしい気分で…自由になり…何かにぶつかる
心配もなく…私がどこに向かっているかわかりました。それから私は風鈴のようなチャイムの
音が聴こえてきました。 驚異的な音で、 高い音から低い音まで、 あらゆる音域の音調で…。
その領域に近づくにつれ、木々の鳥たち、かなりの多くの人々…でも彼らはみな光から成り立っ




4 4 4 4 4 4 4 4
、 ただただ私はその光景





4 4 4 4 4 4 4 4
ます。 というのは、 私が知りたい
と思っていたあらゆる知識が
4 4 4 4 4 4 4
、 ある時点で
4 4 4 4 4
、 目の前に与えられ
4 4 4 4 4 4 4 4
、その領域にはすべての知識





4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
その場所で、すべてを知り
4 4 4 4 4 4
、すべてが意味をなす瞬間
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
がありました。
それはあたかも、 人生について、 惑星について、 神についてなどあらゆる問いに対する答え
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
を
見出すことができる場所のようでした。 数学や科学について何も知らないのに、 突然、 直感
的にそれが理解できました。 微積分学も理解しました。 言語は重要ではなくなりました。 疑
問に思っていたことは、 問う前にすでに与えられました。 三位一体の概念は、 私を悩ませるも
のでしたが、 今では知っています。 “父” は、 私たちが “そうあるもの” とか“ 根源” と呼ぶ
神の側面を指し、 “子” は、 神の行為する側面、そして“ 聖霊” は、 結びつけ、 知識をもたら
すものです。 これら三つの神の側面は、 分かれていると同時に一つであり、それは夫と妻が
分かれているがひとつであると同じです。」 48） （傍点筆者）
この証言箇所においても、 ジェイムズの 4指標が確認できる。 8つの内容のうち、 特に c.全知感と
e.光体験、 h.歓喜、 恍惚感が前面にでているが、 他の要素もすべてこの女性の報告内容で確認す
ることができる。
6. 結びにかえて
以上、 ジェイムズが宗教的経験の中核にあるものとして規定した 「神秘的状態」 の４つの指標が、
臨死体験者の証言の中にも同様に見出されたことを確認するとともに、 宗教的な 「神秘的状態」 で経
験される内容
4 4
においても、 臨死体験者の証言の中に同様に見出すことができた。 このことは、 臨死体
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定性的な分析は、 なお今後の課題であること、 体験者の社会的 ・文化的なコンテクストとの関連から
の研究もさらに検討されるべき問題である。




おきたい。 米国の国際臨死研究学会 （IANDS） を中心に、ドイツ、 オランダ、 ベルギーなどの学術
的臨死研究団体による支持の下、 臨死体験者のみによる共同署名がなされている。 冒頭に “A joint 
declaration by Near Death Experiencers (NDErs) started in Amsterdam, 2019”と記されており、「ア
ムステルダムにおいて始まった」 イニシアティブと位置付けられており、 署名者を今後も追加できる形をと
っている。 そこには、 以下の説明がついている 49）。
“This initiative is non-political and non-religious. Our aim is simple: to make the essence of 
NDEs (unconditional love) known to the world, so people can think about what this would 
mean to them personally, and what it could do for them in their life.”
「非政治的かつ非宗教的な立場からなされる呼びかけ」 とあるように、 臨死体験者が体験を通じて共
有するにいたったある種の 「使命意識」 にもとづいて対外的に発している、 実践性をもったメッセ ジーで
ある。 その宣言書の内容には、 体験者たちによって共有されている明確な世界観を確認することがで
きる。 体験を通じて確信した、 死後の生命の存続や、 宣言の中で示される “The Universal Light is 
unconditional Love” という表現の中に、宇宙的意識をひとつの 「活ける存在」 とし、その本質が 「光」
であり、 「愛」 であり、 われわれの人間存在もその一部である、 という把握を読み取ることができる。 こ
のような前提的共通了解に基づいて出された宣言は、 その内容からみて、 まさに宗教的な領域に属す
内容であり、 同時にこれまで主流となってきた科学のパラダイムとも齟齬を生じさせるものを含んでいる。
新宗教の教祖やシャーマンなどの持つ霊能的カリスマ性は、 多くの場合、 臨死体験者の持つ 「神
秘的な状態」に通じるような体験にその共通の根底を置いている。 臨死体験者によるこのような宣言が、
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挙げられている4つのメッセ ジーは、 以下のものである。
Message 1: Love is the Essence（愛こそが本質である）
Message 2: Closely linked with all and everything（すべての人間存在と自然界は互いに
深い結びつきを持っている）
Message 3: Love has no limits（愛は普遍である）
Message 4: Feel other people as if we are those other people（他者を自己自身のように感
じるように）
追記には、 以下のように記されている。
“With this Declaration on Unconditional Love we, NDErs, want to stress that love itself, 
in whatever form, is immensely important. The limitation of love is not in accordance with 
the essence of The Universal Light. That essence is Unconditional Love, love that has no 
boundaries or limits. ”
ここには、 「無条件の愛」 こそが、 全宇宙存在 （The Universal Light） の本質であり、 その普遍
的特質であることが繰り返し強調されている。 このメッセ ジーから直ちに想起されるのは、 キリスト教的な
色彩を帯びた世界観であろう。 神が 「光」 と表象され、 「無条件の愛」 が説かれる。 しかしインドに発
し、 日本の浄土宗の根本経典となった 『無量寿経』 においても、 阿弥陀仏が 「光」 として表象され、
死後これに包まれることにより、 すべての衆生が 「もし地獄や餓鬼や畜生 （三塗） の苦悩の世界にあっ
ても、この光明を見たてまつれば、皆休息を得て、また苦悩なし。 寿終の後、皆解脱を蒙る」 50）とある。
平安時代中期に多く描かれた 「来迎図」 などには、 臨終の際に光輝く阿弥陀如来に迎えられ救済され
ることを信じた人々の願いが表されている。 この経典では、無量寿仏という最高存在が圧倒的な 「光」
として表象され、この光に包まれることにより、罪の苦悩にあるものも救済されることが説かれている。 「愛」
という言葉自体は用いられていないものの、 宣言にみられる 「無条件の愛」 と同質のものをそこにみるこ
とができよう。
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